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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年6月22日(2017.6.22)

【公開番号】特開2016-98353(P2016-98353A)
【公開日】平成28年5月30日(2016.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2016-033
【出願番号】特願2014-238773(P2014-238773)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｃ   1/48     (2006.01)
   Ｃ０９Ｃ   3/00     (2006.01)
   Ｃ０１Ｂ  32/15     (2017.01)
   Ｃ０１Ｂ  32/18     (2017.01)
   Ｃ０１Ｂ  32/182    (2017.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｃ    1/48     　　　　
   Ｃ０９Ｃ    3/00     　　　　
   Ｃ０１Ｂ   31/02     １０１Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月9日(2017.5.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＳＰ３構造とＳＰ２構造とを含むアモルファスカーボンの粉末からなり、前記ＳＰ３構
造および前記ＳＰ２構造の合計に対し、前記ＳＰ３構造の比率が３５％以上７０％以下で
あることを特徴とする黒色顔料。
【請求項２】
　誘電体共振法により得られる導電率が、１．０Ｓ／ｍ以下であることを特徴とする請求
項１に記載の黒色顔料。
【請求項３】
　前記アモルファスカーボンの粉末の重量平均粒径が、５０μｍ以下であることを特徴と
する請求項１または２に記載の黒色顔料。
【請求項４】
　前記アモルファスカーボンの粉末の比表面積が、１０～１０００ｍ２／ｇの範囲である
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の黒色顔料。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の黒色顔料を含む顔料成分を、液体分散媒中に分散し
てなることを特徴とする着色組成物。
【請求項６】
　さらに樹脂を含むことを特徴とする請求項５に記載の着色組成物。
【請求項７】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の黒色顔料を含むことを特徴とする着色部材。
【請求項８】
　請求項１乃至４のいずれかに記載の黒色顔料を含むブラックマトリックスを備えること
を特徴とするカラーフィルタ。
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【請求項９】
　請求項８に記載のカラーフィルタを備えることを特徴とするディスプレー。
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